
中
国
百
科
検
定
第
９
回
試
験
は
、

３
月
20
日
、
大
阪
国
労
会
館
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

公
式
テ
キ
ス
ト
の
「
増
補
新
版
」

と
そ
の
「
問
題
集
」
が
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

新
政
権
が
ス
タ
ー
ト
し
、
米
中
新
冷

戦
の
行
方
や
い
か
に
、
情
勢
の
変
化

を
ふ
ま
え
た
内
容
を
、
し
っ
か
り
理

解
し
て
試
験
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。

大
阪
会
場
は
JR
環
状
線
「
天
満
駅
」

す
ぐ
の
国
労
会
館
で
す
。
現
在
受
験

申
込
20
数
名
で
、
申
し
込
み
締
め
切

り
の
２
月
20
日
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

受
験
料
を
持
参
で
き
る
方
は
府
連

事
務
所
で
も
申
し
込
み
を
受
け
付
中

で
す
。百

科
検
定
委
員
会
は
、
多
様
な

対
策
講
座
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

日
程
・
会
場
案
内

２
月
17
日
（
水
）
６
時
か
ら

大
阪
府
連
教
室

「
地
理
・
民
族
・
世
界
遺
産
２
・
３

級
」

講
師
・
西
脇
義
彦
さ
ん

２
月
20
日
（
土
）
２
時
か
ら

国
労
会
館

「
増
補
新
版
テ
キ
ス
ト
・

問
題
集
活
用
し
尽
く
す
講
座
」

講
師
・
山
本
恒
人
さ
ん

２
月
24
日
（
水
）
６
時
か
ら

大
阪
府
連
教
室

「
初
級
確
実
合
格
講
座
」

講
師
・
山
本
恒
人
さ
ん

３
月
３
日
（
水
）
６
時
か
ら

大
阪
府
連
教
室

「
歴
史
過
去
問
の
全
体
像
を
つ
か
む
・

２
・
３
級
」

講
師
・
浜
野
滋
さ
ん

３
月
10
日
（
水
）
６
時
か
ら

「
中
国
の
文
化
に
親
し
む
講
座
２
・

３
級
」

講
師
・
高
田
佳
誉
子
さ
ん

＊
受
講
料
は
ワ
ン
コ
イ
ン
で
す
。

（
増
補
新
版
テ
キ
ス
ト
・
問
題
集

印
刷
版
お
よ
び
そ
の
他
資
料
含
む
）
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中
国
百
科
検
定
第
９
回
試
験

大
阪
府
連
対
策
講
座

我
が
家
に
原
稿
用
紙
３
０
０
枚
に

お
よ
ぶ
西
岡
瑞
江
さ
ん
の
手
記
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
手
記
と
の
出
会
い
は

奇
跡
的
な
も
の
で
し
た
。

２
０
０
９
年
５
月
、
夫
（
浅
田
勝

美
）
が
日
本
語
教
師
と
し
て
中
国
福

建
省
に
赴
任
中
、
西
岡
さ
ん
と
泉
州

の
祟
武
海
岸
で
偶
然
出
会
い
ま
し
た
。

当
時
83
歳
の
彼
女
は
中
国
人
の
夫
の

故
郷
に
里
帰
り
中
で
「
私
は
中
国
残

留
婦
人
で
す
。
」
と
自
分
の
境
遇
を

語
り
始
め
、
半
生
を
手
記
に
ま
と
め

て
い
る
と
話
し
た
そ
う
で
す
。

２
０
１
１
年
、
送
っ
て
い
た
だ
い

た
膨
大
な
手
記
を
読
ん
だ
と
き
は
声

に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。
苦
難
の
中
34

年
間
中
国
で
生
き
抜

い
た
人
生
が
淡
々
と

書
か
れ
て
お
り
、
そ

の
記
憶
力
と
文
章
力
、

強
靭
な
精
神
力
に
驚

き
ま
し
た
。

夫
が
中
国
滞
在
記

を
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
に

投
稿
し
た
こ
と
で
小
寺
記

者
、
中
国
残
留
婦
人
を
テ
ー

マ
の
一
人
芝
居
演
者
の
神

田
さ
ち
こ
さ
ん
と
の
交
流
が
広
が
り

ま
し
た
。
私
は
西
岡
さ
ん
と
娘
さ
ん

一
家
と
中
国
か
ら
の
留
学
生
と
と
も

に
東
京
浅
草
で
一
人
芝
居
「
帰
っ
て

き
た
お
ば
あ
さ
ん
」
を
観
劇
し
ま
し

た
。西

岡
さ
ん
は
１
９
２
７
（
昭
和
２

年
）
生
ま
れ
現
在
93
才
で
横
浜
に
住

ん
で
い
ま
す
。
１
９
４
１
年
15
歳
で

単
身
、
家
族
の
い
る
満
州
へ
渡
り
阜

新
炭
鉱
病
院
で
看
護
師
と
し
て
働
き
、

１
９
７
４
年
に
単
身
帰
国
す
る
ま
で

動
乱
の
中
国
で
す
ご
し
ま

し
た
。

帰
国
後
、
必
死
で
働
き

何
年
も
か
か
っ
て
自
力
で

家
族
を
日
本
に
呼
び
よ
せ
、

今
は
60
名
余
の
親
族
に
囲

ま
れ
暮
ら
す
西
岡
さ
ん
。

「
私
の
人
生
す
ご
い
で
し
ょ
。
」

と
柔
和
な
笑
み
を
う
か
べ
話
さ
れ
る

そ
の
姿
に
崇
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

数
年
を
経
て
、
そ

の
手
記
が
神
奈
川
県

連
の
菅
野
さ
ん
は
じ

め
多
く
の
方
の
ご
尽

力
で
手
記
の
発
行
が

実
現
し
ま
し
た
。

渡
満
直
後
の
比
較
的
落
ち
着
い
た

暮
ら
し
ぶ
り
、
敗
戦
後
の
ソ
連
軍
の

侵
攻
、
国
民
党
軍
、
八
路
軍
病
院
で

の
看
護
兵
時
代
、
そ
し
て
福
建
省
時

代
の
文
化
大
革
命
。

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
を
生
き
抜
い
た

細
か
い
描
写
は
、
歴
史
の
事
実
の
記

録
と
し
て
、
後
世
に
残
す
大
き
な
価

値
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
菅
野
さ
ん
の
補
記
は
、
満
州

時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
中
国
の
歴
史

を
学
ぶ
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で

す
。

浅
田
美
奈
子

長
期
間
続
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
城

北
支
部
の
活
動
も
苦
戦
し
て
い
ま
す
。

１
月
23
日
開
催
で
案
内
し
て
い
た

支
部
総
会
お
よ
び
講
演
会
は
、
予
定

し
て
い
た
会
場
が
使
え
な
く
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
中
止
し
て
総
会
議
案

に
対
す
る
会
員
か
ら
の
意
見
を
集
約

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

３
月
20
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る

「
第
９
回
中
国
百
科
検
定
」
に
新
た

な
受
験
者
に
挑
戦
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
の
思
い
で
、

１
月
28
日
に
「
受
験
促
進

講
座
」
と
銘
打
っ
て
学
習

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

８
名
の
参
加
で
、
「
初

級
」
「
３
級
」
の
過
去
問

題
を
解
き
な
が
ら
、
解
説

も
加
え
て
学
習
し
ま
し
た
。

２
回
目
も
や
っ
て
ほ
し

い
と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
終
了
後
、

１
人
の
参
加
者
が
受
験
を
約
束
し
て

く
れ
ま
し
た
。

会
員
拡
大
で
は
、
ま

た
ま
た
佐
藤
支
部
長
が

１
名
拡
大
し
ま
し
た
。

各
種
行
事
に
取
り
組

み
、
そ
れ
を
通
じ
て
組

織
強
化
す
る
た
め
に
も

コ
ロ
ナ
禍
が
１
日
も
早

く
収
束
す
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。

西
脇
義
彦

コ
ロ
ナ
禍
で
も
百
科
検
定
受
験
促
進
講
座

城
北
支
部
で
１
名
入
会

中国百科検定

「テキスト・
問題集増補版」

新版を発行！
新版は第９回試験の

出題範囲。受験者の皆

さんは必読のテキスト

です。６６頁の分量で

受験だけでなく、読ん

で役に立つ内容です。

陳
式
太
極
拳
講
習
会

第
７
回
特
別
講
習
会

２
月
21
日
（
日
）
９
時
か
ら

第
８
回
特
別
講
習
会

３
月
14
日
（
日
）
９
時
か
ら

北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

西
支
部
太
極
拳
教
室

１
月
７
日
か
ら
北
ス
ポ
ー
ツ

第
２
体
育
場
で
開
講
中
で
す
。

６
時
15
分
か
ら
７
時
35
分
ま
で

練
習
種
目
は
24
式
、
32
式
剣

手
記

西
岡
瑞
江
著

「
心
の
支
え
は
家
族
の
絆
」

大
阪
府
連
事
務
局
や

堺
支
部
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

Ｂ
５
版
１
２
１
頁

９
０
０
円

２
支
部
、
74
名
か
ら
23
万
円
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。(

２
月
１
日
現
在)

東
田
協
直
、
片
山
英
徳
、
藤
原
麗
子
、
猪

腰
幸
冶
、
高
林
勢
津
子
、
大
垣
富
子
、
久

保
田
真
里
子
、
松
原
弥
寿
夫
、
今
井
保
、

西
ふ
み
子
、
西
支
部
、
東
大
阪
支
部
、
平

松
悦
雄
、
志
儀
省
二
郎
、
梅
本
啓
子
、
松

尾
豊
、
安
田
善
則
、
荒
岡
啓
子
、
上
村
得

世
、
添
田
為
二
郎
、
尾
中
妙
子
、
副
島
昭

一
、
難
波
千
里
、
高
橋
由
紀
江
、
堀
江
幸

雄
、
渡
辺
武
、
薮
田
茂
、
土
屋
由
起
子
、

玉
井
質
、
前
田
修
三
郎
、
高
瀬
敏
幸
、
舩

富
忠
彦
、
下
村
千
晴
、
後
藤
安
男
、
畑
村

富
彦
、
押
川
直
孝
、
榊
正
明
、
丹
羽
野
和

夫
、
大
西
武
、
後
藤
田
弘
、
岩
田
孝
治
、

森
雅
克
、
高
橋
朗
、
植
田
晃
子
、
原
文
夫
、

澤
野
井
公
夫
、
竹
馬
悠
紀
子
、
原
口
範
子
、

下
定
雅
弘
、
内
野
伊
久
子
、
片
岡
幸
子
、

小
林
ひ
と
み
、
姫
野
浄
、
中
澤
重
雅
、
金

崎
佳
子
、
村
上
紀
子
、
東
正
男
、
久
村
元
、

山
崎
義
郷
、
中
原
恵
子
、
川
田
敬
子
、
土

井
一
正
、
江
本
幸
雄
、
薬
谷
礼
子
、
西
村

幸
次
郎
、
川
妻
成
美
、
千
葉
征
慶
、
吉
永

朋
之
、
高
田
佳
誉
子
、
石
川
元
也
、
山
本

恒
人
、
西
村
成
雄
、
吉
田
光
子
、
西
村
勲
、

有
川
功
、
山
本
力(

順
不
同
・
敬
称
略)

年
末
募
金

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

動
乱
の
中
国
を
生
き
抜
い
た
日
本
人
女
性
の

感
動
の
手
記

中
国
残
留
婦
人
の
帰
国

西
支
部
か
ら
は
３
月
の
百
科
検
定

に
初
心
者
も
含
め
て
７
名
が
受
験
、

20
日
の
締
め
切
り
ま
で
に
受
験
者
を

増
や
そ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。
百

科
検
定
新
増
補
版
な
ど
を
使
っ
て
の

勉
強
会
も
取
り
組
み
ま
す
。

事
務
局
長
が
受
験
を
熱
心
に
勧
め

て
い
ま
す
。
再
度
１
級
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
人
や
初
級
を
受
験
す
る
人
な

ど
が
対
策
講
座
に
も
受
講
し
て
準
備

中
で
す
。
府
連
全
体
で
は
20
数
名
の

受
験
申
し
込
み
が
あ
り
ま
す
。

西
支
部
か
ら
７
名
受
験



維
新
人
気
の
中
で

「
絶
望
的
」
な
た
た
か
い
が

ス
タ
ー
ト
し
た

コ
ロ
ナ
禍
が
迫
り
く
る
中
、
大
阪

２
７
０
万
市
民
に
保
健
所
が
た
っ
た

１
箇
所
。
吉
村
・
松
井
氏
は
「
都
構

想
」
優
先
姿
勢
で
突
っ
走
り
、
コ
ロ

ナ
感
染
者
が
増
え
続
け
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
も
国
の
基
準
内
で
実

行
も
遅
い
。
「
市
民
の
命
と
暮
ら
し

第
一
、
住
民
投
票
は
あ
り
得
な
い
」

と
署
名
運
動
を
始
め
ま
し
た
が
、
維

新
は
今
が
チ
ャ
ン
ス
と
２
回
目
の
住

民
投
票
を
強
行
し
ま
し
た
。

住
民
投
票
に
勝
利
す
る
に
は

地
方
か
ら
職
を
求
め
大
阪
市
に
来

た
私
。
大
阪
市
は
重
要
な
存
在
、
消

滅
な
ど
想
像
す
ら
で
き
ま
せ
ん
。
学

習
を
始
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
は
、

「
ど
ん
な
大
阪
市
に
し
た
ら
よ
い
の

か
、
市
民
と
の
話
し
合
い
が
大
切
」

と
い
う
講
師
の
言
葉
。
前
回
市
民
側

が
勝
っ
た
と
は
い
え
、
維
新
人
気
は

絶
頂
、
対
話
の
競
争
で
す
。
「
大
阪

市
を
残
す
、
残
さ
な
い
は
あ
な
た
次

第
」
こ
れ
は
真
理
だ
と
行
動
へ
。

対
話
の
た
め
の
学
習
、

知
れ
ば
知
る
ほ
ど
反
対
に
な
る

対
話
す
る
に
は
知
ら
ね
ば
と
大
小

５
回
の
学
習
会
を
重
ね
ま
し
た
。
学

べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
「
都
構
想
」
の
で
た

ら
め
さ
が
分
か
り
、
怒
り
が
行
動
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
。
京
都
市
、
神
戸
市

に
は
な
く
て
大
阪
市
に
あ
る
も
の
？

そ
れ
は
何
か
？
そ
れ
は
宣
伝
を
繰
り

返
す
な
か
で
気
が
付
き
ま
し
た
。

大
阪
市
に
は
他
市
に
は
な
い
大
き

な
「
財
源
」
が
有
る
。
橋
下
元
知
事

は
「
大
阪
市
の
財
源
と
権
限
を
む
し

り
取
る
」
と
公
言
し
、
そ
の
為
の
政

党
を
結
成
、
大
都
市
法
を
制
定
、
大

阪
の
お
笑
い
文
化
と
マ
ス
コ
ミ
を
使
っ

て
市
民
を
取
り
込
ん
で
10
年
。
自
分

の
人
生
を
他
人
の
財
源
を
奪
う
こ
と

に
費
や
す
な
ど
、
お
よ
そ
私
に
は
理

解
不
能
な
「
新
自
由
主
義
・
維
新
」

の
姿
を
思
い
っ
き
り
知
る
闘
い
と
な

り
ま
し
た
。

大
垣
富
子
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２
０
２
０
年
は
春
か
ら
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
、
全
大
阪
の
取
り
組
み
は
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
加
盟
団
体
で

は
、
例
会
が
休
み
に
な
っ

た
他
、
展
覧
会
の
中
止

や
延
期
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
も
、
第

43
回
全
大
阪
き
り
え
美

術
展
を
大
阪
住
ま
い
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
に
入
り
、
総
会
や
新

春
研
究
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
春
に
は
ス
ケ
ッ

チ
会
、
２
０
２
１
花
の
き
り
え
展
と
、

き
り
え
で
花
の
色
紙
を
作
る
講
習
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
秋
に
は
ス

ケ
ッ
チ
会
と
第
44
回

全
大
阪
き
り
え
美
術

展
の
開
催
、
第
45
回

全
大
阪
き
り
え
美
術

展
を
記
念
し
た
、
画

集
「
大
阪
の
き
り
え

Ⅷ
」
（
仮
称
）
の
発

行
準
備
に
か
か
り
ま

す
。

ス
ケ
ッ
チ
会
や

き
り
え
展
を
計
画

財
源
と
権
限
は
市
民
の
も
の

大
阪
市
廃
止
反
対
住
民
投
票
を
た
た
か
っ
て
（
上
）

１
月
23
日
（
土
）

山
本
洋
子
監

督
の
「
矢
臼
別
物
語
」
の
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
を
地
域
（
堺
市
南
区

新
檜
尾
台
）
で
上
映
い
た
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
自
分
た
ち
で

で
き
る
範
囲
で
徹
底
し
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
イ
ス
タ
ン
ス
を
保
ち
１
回
の
鑑

賞
を
15
席
に
限
定
し
行
い
ま

し
た
。
１
日
２
回
上
映
で
30

席
し
か
確
保
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
地
域
の
共
産
党
後

援
会
の
サ
ポ
ー
ト
も
い
た
だ

き
30
席
は
す
ぐ
に
完
売
で
き

ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く

の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予

約
し
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ん
が
す
べ
て
鑑
賞
し
て
い
た

だ
き
、
感
想
文
も
ほ
と
ん
ど

の
人
が
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
一
広
い
自
衛
隊
北
海
道
矢
臼

別
基
地
内
に
あ
る
私
有
地
を
守
り
抜

き
平
和
運
動
、
憲
法
を
守
る
運
動
を

半
世
紀
以
上
も
、
権
力
に
屈
服
す
る

こ
と
な
く
、
戦
い
抜
い
て
き
た
「
矢

臼
別
」
の
先
住
者
と
そ
れ
を
支
援
す

る
多
く
の
仲
間
た
ち
の
熱
き
思
い
が

画
面
を
通
じ
て
ビ
ン
ビ
ン
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

北
は
「
矢
臼
別
」

南
は
「
沖
縄
」
共
に

平
和
を
守
り
、
憲
法

を
守
ら
せ
る
運
動
は

世
代
を
超
え
て
、
こ

れ
か
ら
が
正
念
場
、

し
ん
ど
い
時
も
苦
し

い
と
き
も
、
み
ん
な

で
悩
み
を
解
消
し
、

共
有
し
あ
い
、
新
た

な
取
り
組
み
へ
と
進

ん
で
い
く
、
そ
の
姿
に
は
悲
壮
感
は

み
じ
ん
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
映
画
を
見
て
感
じ
た
こ
と
は
、

嫌
な
こ
と
は
否
と
言
う
、
そ
れ
は
憲

法
が
守
っ
て
く
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
、

憲
法
を
守
る
運
動
に
連
動
し
て
い
る
。

し
ん
ど
い
運
動
も
み
ん
な
が
自
分
の

で
き
る
こ
と
を
や
り
、
目
標
に
向
か
っ

て
す
こ
し
ず
つ
で
も
い
い
、
前
に
進

ん
で
い
く
、
し
か
し
、
や
る
べ
き
こ

と
は
キ
ッ
チ
リ
と
や
り
き
る
、
い
ろ

い
ろ
な
思
い
を
持
っ
て
い
る
人
々
が
、

集
う
中
で
、
相
手
を
思
い
や
り
、
心

と
心
を
つ
な
ぎ
、
絆
が
生
ま
れ
る
。

生
き
る
希
望
と
、
こ
れ
か
ら
の
運
動

を
展
開
し
て
い
く
う
え
で
、
貴
重
な

ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
の
活
動
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

本
日
、
監
督
の
「
山
本
洋
子
」
さ

ん
よ
り
、
大
阪
で
最
初
の
上
映
会
成

功
の
お
礼
の
メ
ー
ル
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
の
地
域
で

も
上
映
会
を
ご
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
続
け
て
い
く
勇

気
と
運
動
に
取
り
組
む
確
信
が
、
き
っ

と
得
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

井
上

善
雄

堺
支
部

北
の
大
地
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
矢
臼
別
物
語
」
を
地
域
で
上
映
し
て

１
月
23
日
堺
市
内
で
「
矢
臼
別
物

語
」
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を

上
映
し
ま
し
た
。
こ
の
映
画
の
監
督

は
、
故
「
山
本
薩
夫
」
さ
ん
の
息
子

さ
ん
ご
夫
婦
で
す
。
そ
の
息
子
さ
ん

も
完
成
ま
じ
か
に
力
尽
き

奥
さ
ん

の
「
山
本
洋
子
」
さ
ん
が
、
跡
を
継

い
で
こ
の
映
画
が
昨
年
完
成
い
た
し

ま
し
た
。

し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
で
、
各
地
で
上

映
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
昨
年
11
月

か
ら
上
映
会
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

沖
縄
以
外
で
は
堺
支
部
が
第
１
号

で
し
た
。 堺

市
で
上
映
会

今
、
中
国
語
に
対
す
る
関
心
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
や
交
流
を
深
め
る
う
え

で
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
き
て
お

り
、
重
要
な
外
国
語
に
な
っ
て
い

ま
す
。
中
国
語
の
学
習
を
さ
ら
に

深
め
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

10
月
か
ら
の
第
１
１
３
期
は
、

受
講
生
の
減
少
に
よ
り
ク
ラ
ス
の

統
合
な
ど
を
行
い
13
ク
ラ
ス
で
開

講
し
、
３
月
に
は
終
了
し
ま
す
。

第
１
１
４
期
中
国
語
講
座
は
４
月

５
日
（
月
）
か
ら
開
講
し
ま
す
。

個
人
レ
ッ
ス
ン
も
あ
り
ま
す
。

受
講
料
は
週
１
回
（
６
ケ
月

20
回
）

４
８
，
０
０
０
円

入
学
金

１
８
，
０
０
０
円

入
門
レ
ッ
ス
ン
ご
案
内

第
１
回

３
月
30
日
（
火
）

10：

00
～
11：

30

第
２
回

４
月
２
日
（
金
）

18：

30
～
20：

00

第
３
回

４
月
３
日
（
土
）

10：

00
～
11：

30

参
加
費
無
料
（
定
員
各
回
14
名
）

参
加
対
象

初
心
者
の
方

４
月
か
ら

中
国
語
講
座

大
阪
西
支
部
は
２
月
28
日(

日)

２
時
か
ら
、
日
中
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、
日
中
カ
レ
ン
ダ
ー
の
写
真
を

見
な
が
ら
地
理
・
民
族
・
歴
史
・

世
界
遺
産
な
ど
を
学
び
、
観
光
気

分
で
中
国
知
識
を
身
に
つ
け
る
学

習
会
を
計
画
し
ま
し
た
。
参
加
費

は
無
料
で
、
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

講
師
は
城
北
支
部
の
マ
ス
タ
ー

級
資
格
者
・
井
上
正
道
さ
ん
で
す
。

日
中
カ
レ
ン
ダ
ー
で

中
国
を
巡
る
学
習
会

府
連
の
不
再
戦
平
和
の
と
り
く
み

「
長
谷
川
テ
ル
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

打
合
せ
を
行
い
ま
し
た
。

関
西
以
外
で
も
「
望
郷
の
星
」
上

映
会
が
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
３
月

か
ら
４
月
に
か
け
て
大
阪
で
も
上
映

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

５
月
の
戦
争
展
に
は
「
望
郷
の
星
」

上
映
や
「
長
谷
川
テ
ル
」
に
関
す
る

各
地
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

昨
年
10
月
１
日
、
日
本
中
国
友
好

協
会
は
創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

大
阪
府
連
も
昨
秋
か
ら
記
念
募
金

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
１
月
末
現

在
、
３
支
部
28
名
の
方
か
ら
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
募
金
額
は
14
万

円
で
す
。

引
き
続
き
募
金
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

「
望
郷
の
星
」

上
映
会
を
計
画

創
立
70
周
年
記
念

募
金
へ
の
お
願
い


